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○ 2011 年第 1 四半期シンガポール経済成長率（速報値） 
 

4 月 14 日、シンガポール通産省(MTI)は 2011 年第 1 四半期（1-3 月期）の GDP 成長率（速報値）を前四半

期比+23.5%（季節調整済、年率換算）と発表した。製造業が大きく回復したことが 3 四半期ぶりの高い成長率の

主因。前年同期比では+8.5%。 
 

第 1 四半期の前四半期比成長率の速報値を業種別に見ると、以下の通り。 

 製造業は、電子部品と精密機械の両分野における活発な設備投資を背景に、前四半期比+80.2%となり、

昨年後半から鈍化した成長が大きく回復した。 

 建設業は民間住宅建設が拡大したことから、前四半期比+14.5%となった。 

 サービス業は、銀行貸出増が金融分野に寄与したほか、卸売・小売、運輸・倉庫などの分野も好調であっ

たため、前四半期比+8.4%となった。 
 

                                シンガポールＧＤＰ成長率の推移       （単位：%） 

前期比（季節調整済、年率換算） 前年同期比 

10 年 11 年 10 年 11 年 業    種 

1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 

全産業 39.9* 29.7* ▲16.7* 3.9* 14.5* 23.5 16.4* 19.4 10.5 12.0* 14.5* 8.5 

  製造業 170.5* 79.2* ▲48.5* 0.7* 29.7* 80.2 37.2 45.2* 13.7* 25.5* 29.7* 13.9 

  建設業  ▲7.0* 21.2* ▲9.6* ▲10.2* 6.1* 14.5 9.7 11.4* 6.7* ▲2.0* 6.1* 2.6 

  サービス業 15.8* 14.5* 0.5* 5.6* 10.5* 8.4 11.1* 12.1* 10.2* 8.8 10.5* 7.2 
*修正値 

 

○ 金融政策を追加引締め 
 

同日、シンガポール通貨庁(MAS)は、金融政策の追加引締めを発表。国内における賃金上昇・インフレ懸

念を踏まえて、シンガポール・ドルの名目実効為替ﾚｰﾄ(S$NEER)の誘導目標レンジ（許容変動幅）の中心値を

引き上げた。なお、許容変動幅の大きさと傾きは維持。（MAS は政策金利ではなく、S$NEER の操作により金融政策を実

施している。具体的には、不況時にはシンガポール・ドル安を促し、逆に好況時にはシンガポール・ドル高を促している。） 
 

 
 

 
以上 

S$NEER 推移 

誘導目標レンジ 

（許容変動幅） 

中心値 

シンガポール通貨庁は誘導目標レンジ、中心値の実数を公表していない。上記チャートはイメージ図。 


